
3Dインベストメント・パートナーズ・プライベート・リミティッド(3
D Investment Partners Pte. Ltd.)がJ. フロント
リテイリング株式会社＜3086＞株式の大量保有報告書を提出

東証プライム・名証プレミアのJ. フロント
リテイリング株式会社＜3086＞について、3Dインベストメント・パートナーズ・プライベート・リミ
ティッド(3D Investment Partners Pte.
Ltd.)が2026年6月19日付で財務局に大量保有報告書（5%ルール報告書）を新規提出した。

保有目的は「純投資、及び、状況に応じて、発行会社の中長期的な企業価値の向上を目的とし、発行会
社の取締役会、取締役、経営陣その他の関係者との間で建設的な対話や取締役会、取締役、経営陣その
他の関係者に対する助言・提案等を行うこと。上記の目的を踏まえ、提出者は発行会社の中長期的な企
業価値の向上に資すると判断した時、特定の者の役員への選任、役員の構成の重要な変更、代表取締役
の選定若しくは解職、資本政策に関する重要な変更、重要な財産の処分又は譲受け、事業の全部又は一
部の譲渡・譲受け・休止又は廃止、株式交換、株式移転、株式交付、会社の分割又は合併、配当に関す
る方針の重要な変更、第三者による支配権の取得、多額の借財、その他金融商品取引法等関連する法令
により重要提案行為等として規定される事項について、書面（電磁的記録を含む）の方法により、重要
提案行為等を行う。上記の目的の実現に向け、提出者は、発行会社の取締役会、取締役、経営陣その他
の関係者との間で継続的なエンゲージメント活動を行い、発行会社の経営状況及び発行会社との対話の
状況等に応じて適切と判断した時、事業ポートフォリオの最適化を含む事業戦略、株主構成、キャピタ
ルアロケーションの最適化、資本規律・資本効率の向上を含む資本政策、取締役会の構成、ガバナンス
体制、経営陣に対する監督機能の強化、外部有識者・アドバイザーの活用等について、発行会社の取締
役会、取締役、経営陣その他の関係者との間で対話、意見交換、助言、要請、申入れ、意見表明、提案
等を行う。提出者は株券等保有割合の5％超増加させる行為が発行会社の企業価値向上に向けた取組み
に資すると考えた場合、市場の動向に応じて機動的に取引を行い、流動性や価格の変動等の動向により
、今後3か月以内に市場内外における取引を通じて、株券等保有割合の5％超増加となる可能性がある。
なお、市場の動向に合わせて、取得価格、数量、時期は決定する。」によるもの。

報告書によると、3Dインベストメント・パートナーズ・プライベート・リミティッド(3D Investment
Partners Pte. Ltd.)のJ. フロント
リテイリング株式会社株式保有比率は、5.10%と新たに5%を超えたことが判明した。

報告義務発生日は、2026年6月12日。


